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建学の理念 

 

  中高一貫教育により、生徒個々の潜在能力を最大限に伸ばし、将来科学技術創造立国たる日本

を支え、また国際社会に貢献する有為な人材を育成することを目指す。 

  同時に、知徳体の調和をはかり、他を思いやる豊かな感性と健康な身体を培うことを追求する。 

 

 

 

校 訓  

 『自主自律』 

 

  自ら主体性を持って学び、考え、判断し、自らの行動に責任を持つことができる人間になろう。 

 

 

 

学園章  

           

 

校 章 

         湯梨浜学園中学校             湯梨浜学園高等学校 
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２０２２年度　教育目標（全日制）

２０２２年度　教育目標（通信制）

中長期目標（学校ビジョン）
１．鳥取県内有数の進学校としての地位の確立
　①国公立大学・難関私大現役合格率6割以上確保（すべての生徒が妥協せず本当に行きたい大学に進学す
る）
　②進研模試、校外模試において学年平均偏差値60以上確保（偏差値70以上の生徒3名以上）
　③各種検定の規定級以上を全生徒が取得する。
２．「学力面で優れた生徒＝人格的にも優れた生徒」という湯梨浜学園の生徒像確立

今年度の重点目標
１．学習指導の充実と進路指導の強化
　◇国公立理系医・歯・薬・獣学科等の現役合格を目指す。
　　旧帝大レベル3名以上、国公立文系準難関大以上の15名以上の現役合格を目指す。
　◇各学年、学力推移、進研模試における各教科及び3教科総合全国偏差値平均を年間で
　　３ポイントアップ、偏差値平均50以上、偏差値60以上５名以上の実現。
　◇各種検定取得率アップを目指す。規定級を超える生徒数の増加を目指す。
　　英検、数検、漢検、N検準1級以上2名、理検1級2名以上の上位級取得者をだす。
　　英検110名、数検50名、漢検50名、理検20名、N検20名以上の合格者をだす。
　◇速読講座、スタディサプリ、土曜個別講座など多様な補習体制で生徒の弱点克服を目指す。
  ◇SDGｓを主体とした課題研究に全校を挙げて取り組む。
2．学校運営の充実と教育環境の整備
　◇中部地区からの生徒流出を防ぐべく、高校からの入学生を4名以上獲得する。
　◇学校通信、学級通信など各種広報紙の定期的発行、ＨＰやＦＢ、BLEND、You Tube、Zoomなどを
　　つかったの情報提供迅速化、頻繁な更新に努める。
３．生徒指導の徹底と教育相談の充実
　◇「あいさつ」「返事」「掃除」を指導の３つの柱に据え、規範意識を高めて、社会に
　　必要とされる人間形成に努める。
　◇適宜個別面談などを通し、生徒理解に努め、教育相談、スクールカウンセラーとの連携で悩み
　　の解決や相談にあたる。
４．人権教育の推進
　◇あらゆる場面、あらゆる教科で、すべての先生が人権教育視点に立った教育を行う。
　◇いじめのない学校をめざす

中長期目標（学校ビジョン）
１．社会の基盤となる力を身につける
２．望ましい勤労観・職業観を育成し、社会的自立を図る。
３．生涯学習の場（学び直しの場）としての機能を充実させる。

【目指す生徒像】
　①自ら考え、自ら行動できる生徒
　②他を思いやり、受け入れることのできる生徒
　③支え合い、共に成長できる生徒
　④夢の実現に向けて努力する生徒

今年度の重点目標
１．わかりやすい履修指導を行い、生徒一人一人の価値観によりそった進路アドバイスを行う。

２．多様な学習実態・学力幅に応じた、学び直しも視野に入れた、きめ細かい教科指導を組織的に行う。

３．学習や進路に関する相談等を増やし、生徒に関する情報の共有により生徒理解を深め、指導の充実を図
る。

４．就労などによる学習困難者への支援として、スタディサプリなどICTを使った支援を進める。

５．就学支援金、奨学給付金の確実な実施をおこなう。

６．自動車、バイク通学生にたいする交通安全指導を充実させる。

７．未成年による問題行動が起こらないように、生活指導を行い、落ち着いたスクーリングを送れるように
心がける。



2022年度　湯梨浜学園中学校・高等学校　学校経営方針

学年目標

中
学
1

年

基本的生活習慣を身に
付け、思いやりの気持
ちを育てる。

中
学
2

年

・お互いに長所を認め
伸ばし合えるクラス
・自主自律の確立に向
けて努力を継続できる
クラス

中
学
3

年
A

組

中
学
3

年
B

組

高
校
1

年

進路実現に向け一人ひ
とりが邁進すると同時
に、お互いを思いやるこ
とのできるクラス

高
校
2

年

クラス全体の目標と生
徒各個人の目標に向
かって協力しながら邁
進するクラス

指導内容と留意点

◇自分の居場所がしっかりあるクラスづくり（クラスメイトのいいところ探し、
生活班での活動、発表できる環境、教室美化）
◇家庭学習の確立・定着(進路相談・課題提出・勉強法のアドバイス)
◇挨拶・返事・掃除(自主・自律のための土台)
◇主体的に学級活動に参加する（生徒同士で協力する、教え合う、相談す
る場面を多く設ける）
◇サポートノート（日々の生活記録）で生徒一人ひとりにアドバイスをする。

◇GOODカードへの記入を通して、クラスメイトのいいところに目を向けさせ
る。
◇良いことをタイミングよく褒めて全体で共有し、良くないことはその理由と
どうすべきだったかを考えさせる。
◇自分たち主導で「幸せな環境づくり」を目指させるよう、場面ごとに観察し
声かけをしていく。
◇「挨拶」「返事」「掃除」を徹底、特に「学校で一番いい挨拶ができるクラス」
になるように導く。
◇検定への挑戦、考査・模試に向けてしっかりと準備する。
◇来年の文理選択に向けて、職業・大学の学部学科など、進路について調
べる。

◇昨年度を踏まえ『生徒主導』で行うように仕向ける。
◇学習面に関しても科目選択をはじめ進路に重きが置かれる学年。ついて
は折に触れ、細かく説明しながら、自分自身がどう『在りたいか』の『在り方』
を考えさせる。

指導の基本方針

中高一貫教育の土台として「仲間作り」、「自主自律」の
態度を育み、生徒一人ひとりが生き生きと自分のなりた
い姿を目指していくことのできる集団を目指す。
◇お互いを認め合う
◇持てる力を発揮できる
◇自分でより良い行動を考え実践する

◇自分の長所、クラスメイトの長所を認め、自己肯定感
を高められるようにする。
◇「社会の中で当たり前のことは、学校でも当たり前」
の意識をもたせる。
◇あらゆる場面でPDCAを実践し、自主自律の確立に
向けて努力を継続させる。
◇基本的生活習慣の完成度を高める。
◇全員で学力を上げていく環境をつくる。

◇『在り方』を問う・・・『自分がどう在りたいか』の『在り
方』について自問自答し、悩み・考える過程を通して、
自己実現の根幹となる「信念」と「覚悟」を涵養させた
い。
◇学年目標・学級目標の意味を十分理解させ、因果を
教える。
◇学習面において、今までの現状を踏まえると英語で
躓きを感じている生徒は少なくない。この１年間で再
度、『中学校の復習』という位置づけで、特に英語の底
上げを図りたい。結果、それが進路選択の幅を広げる
ことになりうる。

進路を意識させた取り
組みの中で、自分自身
がどう『在りたいか』の
『在り方』を考えさせる。

高
校
3

年

①進路実現
②計画、実行、修正
③気づける、支える

◇挨拶、返事、掃除、時間を守るなどは、社会に出てい
く上で必要な常識や基礎的な力であると意識させる。
◇互いに理解し，相手の個性を認め，協力して活動す
る。
◇高校０年生と位置づけ、大学受験はすでに始まって
いる気持ちを持たせ、学力向上に励ませる。

◇自らの夢実現のため、最後まで諦めない強い意志を
持たせる指導をする。
◇夢実現に向け、計画を重要視した指導を行っていく。
◇進路指導を通じ、自身がどのように社会に貢献でき
るかを考えさせる。
◇自身の計画や普段の活動を振り返った際、課題を受
け入れ、修正し、次に生かしていく意識を高める。
◇気づき、支え合うことを目指し、居心地の良いクラス
になり、受験勉強を仲間と共に乗り切る力を養う。

◇計画、実行、修正に重点を置いて取り組ませる。
◇計画的な補習や学習対策に対して、全員で向かわせる環境作りに努め
る。
◇定期的な面談の実施、日々のサポートノートの活用を通し、生徒の状況
把握、適切なアドバイス・指導に重きを置く。
◇各々の進路実現のために知るべき情報の提供を行い、広い視野と適切
な判断を行えるようにサポートする。
◇日々の生活や学校行事、人権学習などを通し、相手を受け入れるという
ことを意識させ、支え合えるようにする。

◇挨拶・礼儀・服装をきちんし、掃除をしっかり取り組むように声掛け・指導
をし、他者から信頼される生徒を育成する。
◇サポートノートを活用し、学習の目標を決めさせ、計画を立てさせること
で、自己管理力を向上させ、学習習慣を定着させる。
◇日々の生活で人権について考え、相手を受け入れるということを意識さ
せ、支え合えるようにする。
◇大学・職業調べを通じ、自分が学びたい内容や将来の方向性をより明確
にし、目標に向かって努力させる。

◇自ら考えて行動できる生徒(普段の学習・大学調べ・
学校行事・ボランティア活動)
◇基本的生活習慣を身につけた生徒(学習姿勢、提出
物、課題、掃除、挨拶)
◇人を思いやることができる生徒
◇心身ともに健康な生徒
◇学力向上と進路実現に向けて努力する生徒

◇受け身ではなく自ら考えて学習に取り組む習慣の確立・定着(進路相談・
課題提出・サポートノートの活用)
◇挨拶・返事・掃除(社会に出るための自主・自律のための土台)
◇他者に迷惑になっていることがあればクラス全体や個別に指導する。
◇他者にいい影響を与えていることがあれば全体に伝えて、いい雰囲気づ
くりをしていく。
◇自分の居場所がしっかりあるクラスづくり(クラスメイトのいいところ探し、
発表しやすい環境づくり、教室美化)
◇勉強をすることが当たり前の環境づくりと学習に対して前向きに取り組む
環境作りをする。
◇進路実現へ向けて定期試験・模試などの目標を設定し、数字を残せるよ
う学習面でのサポート、アドバイスを生徒面談、保護者面談で行う。検定取
得を促し、取得を目指させる。

◇あきらめさせないこと。
◇易きに流れる雰囲気を断ち切ること。

◇生徒自身が進んで物事に取り組めるように、主旨の説明に努める。
◇生徒自身が小さな目標を設定し、それをクリアできるようサポートに努め
る。
◇発言力のある生徒の意見だけでなく、クラス全体の思いであるのかの把
握に努める。
◇生徒自身の意見に対して、まずは否定せず、その真意を汲み取るよう努
める。
◇生徒の希望進路に真摯に向き合い、道しるべを模索するよう努める。



◇進路についての情報を適切に発信していき、その情報
を適切に扱うことができるように生徒面談などを通して
アドバイスをしていく。
◇学校生活における態度や習慣が入学試験や就職試験の
際に現れることを認識させ学校生活での態度や授業の受
け方などを注意し指導を行う。

①生徒が登校しやすい
雰囲気をつくる。
②規則正しい生活をお
くる。

◇時間に遅れることなく登校したこと
を、生徒の頑張りとして認め、自信を
つけさせる。
◇授業日で登校する日、補講で登校す
る日を確認し、計画を立てて行動でき
るよう自律を促す。
◇生活習慣を良いリズムになるように
起床時間、就寝時間、学習時間を大切
にする。

①凡事徹底できる
②就職（進学）の方向
性を決める

◇挨拶、返事、時間など社会人のマ
ナーを意識させる
◇就職(進学）情報などを適宜提供し、
生徒に将来へのイメージを持たせる
◇登校日以外の曜日についても自分で
管理しメリハリを付けた生活習慣を身
に着けさせる

◇SHRや授業時での挨拶、時間厳守を徹底していく
◇生徒面談・保護者面談を通して、社会人に必要なも
の、具体的に行動しなければならないことを気ずかせ
る。
◇休日の過ごし方を聞き取りし、将来の目標と合わせて
どのような活動をするとよいか指導する。

高
校
２
年

高
校
３
年

高
校
１
年

①進路の方向性を決定
する。
②広い視野をもって計
画的に行動する。
③挨拶・言葉遣いを丁
寧に行う。

◇自分で目標を立て実行できる。
◇自分の意見だけでなく、他者の意見
も受け入れることができる。
◇相手の立場を考えられる人間力 ( 思
いやり ) を持った生徒を育成する。

２０２２年度　湯梨浜学園中学校・高等学校　学級経営方針（通信制）

学年目標 指導の基本方針 指導内容と留意点

◇連絡のない欠席については、保護者へ連絡をし、補講
日での登校を促す。
◇生徒の状況にあわせて、机を後ろに足す、個別ブース
の利用をするなど柔軟に対応する。
◇諸事情がある生徒については強制登校を促さず、自分
のペースで少しずつ学校へ 来れるよう配慮する。ま
た、放送視聴等を利用して、自主的な学習を推進させ
る。



1．教務関係 
１．年間行事予定表 

月 主な行事 月 主な行事 

4 月 

▸1 学期始業式 ▸入学式 ▸身体測定

▸休み明け実力テスト ▸校外模試

〔中･高〕▸PTA総会 

10 月 

▸創立記念日 ▸防災訓練 ▸人権公

開学習 ▸校外模試〔中･高〕▸ｷｬﾝﾊﾟ

ｽﾂｱｰ〔中 3〕 

 5 月 

▸制服移行期間 ▸保護者対象大学

受験説明会 ▸防災訓練 ▸1学期中

間考査 ▸定期健康診断 

11 月 

▸冬服期間 ▸秋季遠足 ▸中文祭

〔中〕▸教育講演会 ▸2学期期末考

査 

6 月 

▸人権学習 ▸進路講演会〔高〕▸学

校公開 ▸一斉清掃 ▸夏梨祭 12 月 

▸キャリア教育講演会〔中〕▸保護

者面談 ▸湯梨浜学園中学前期入試

▸2 学期終業式 ▸冬期集中講座  

7 月 

▸夏服期間 ▸1学期期末考査 ▸保護

者面談 ▸校外模試〔高〕▸1 学期終

業式 ▸夏期勉強合宿 ▸夏期集中講

座 ▸職場体験〔中 1・2〕 

1 月 

▸冬期集中講座 ▸3学期始業式 ▸休

み明け実力ﾃｽﾄ ▸大学入学共通ﾃｽﾄ  

▸校外模試〔中･高〕▸人権学習     

▸仮想共通ﾃｽﾄ〔中 3～高 2〕 

8 月 

▸夏期集中講座 ▸自然体験学習  

▸ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ ▸2 学期始業式  

▸休み明け実力ﾃｽﾄ ▸科目選択説明

会〔中 3〕▸後期生徒会役員選挙 

2 月 

▸湯梨浜学園中学後期・高校前期特

色入試▸学年末考査 ▸国公立大前

期日程試験 ▸修業式 ▸高 3 生を送

る会 

9 月 

▸スポーツ大会 ▸制服移行期間 

▸高 3保護者進路説明会 ▸校外模

試〔中〕▸職場体験報告会〔中 1・

2〕▸2学期中間考査 ▸人権学習 

3 月 

▸高校卒業式 ▸来年度前期生徒会

役員選挙 ▸湯梨浜学園高校後期特

色入試 ▸保護者面談 ▸修了式  

(▸海外語学研修〔中 3～高 2〕) 

※詳しい「年間行事予定」は入学式で配付します。 

※感染症予防の観点で、上記予定は変更することがあります。 

 

２．生活時間表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※ 月曜・金曜７時限、水曜６時限です。 

   ※ 水曜５・６時限は 13:25～14:45 の 

     連続授業です。 

月曜日～金曜日 

朝  礼  8:50～ 9:00 

第１時限  9:00～ 9:45 

第２時限  9:55～10:40 

第３時限 10:50～11:35 

第４時限 11:45～12:30 

昼  食 12:30～13:05 

清  掃 13:05～13:15 

第５時限 13:25～14:10 

第６時限 14:20～15:05 

第７時限 15:15～16:00 

第８時限 16:10～16:55 

土曜日 

朝  礼  8:50～ 9:00 

第１・２時限  9:00～10:30 

第３時限 10:40～11:25 

第４時限 11:35～12:20 

終  礼 12:20～12:30 



男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

日進 0 東 0

湖山西 0 西 0

末恒 0 北 0

若葉台 0 高草 0

修立 0 江山 0

中ノ郷 0 桜ヶ丘 0

鹿野 0 中ノ郷 0

青谷 2 3 1 1 7 湖東 0

西郷 1 1 2 気高 0

河北 4 2 6 鹿野 0

明倫 1 1 1 3 東 0

成徳 1 1 2 1 5 西 0

上灘 1 3 1 2 7 久米 0

小鴨 1 1 2 1 4 9 河北 0

上小鴨 0 北溟 0

社 1 1 2 東郷 0

灘手 0 三朝町立 三朝 0

北谷 0 北栄町立 北条 0

上北条 1 1 琴浦町立 赤碕 0

関金 2 2 大山町立 名和 0

東郷 1 2 2 1 3 9 伯耆町立 岸本 0

泊 1 1 新温泉町立 夢が丘 0

羽合 1 1 4 2 1 9 国立 鳥大附属 0

三朝町立 三朝 1 3 2 1 7 私立 湯梨浜 14 9 8 8 12 14 65

北条 1 2 5 8 その他 0

大栄 1 1 2 合　　計 14 9 8 8 12 14 65

八橋 1 1

船上 0

聖郷 0

国立 鳥大附属 1 2 1 2 6

その他 3 2 1 1 2 2 11

合　　計 13 17 15 13 22 18 98

出身小中学校別生徒数
2022年5月1日現在

小学校名

中　学　校

中学校名

高　等　学　校(全日制)

1　年 2　年 3　年
計 計

鳥取市立

鳥取市立

倉吉市立

倉吉市立

湯梨浜町立

湯梨浜町立

北栄町立

琴浦町立

１　年 2　年 3　年



1年 2年 3年 計 1年 2年 3年 計

徒歩 2 0 2 4 1 1 0 2 6

自転車 0 1 0 1 2 1 6 9 10

路線バス 0 0 1 1 0 0 0 0 1

スクールバス 13 23 23 59 8 10 11 29 88

JR 14 4 8 26 11 3 6 20 46

自家用車 1 0 6 7 1 1 3 5 12

計 30 28 40 98 23 16 26 65 163

1年 2年 3年 計 1年 2年 3年 計

浜坂 0 1 1 1

諸寄 0 1 1 1

郡家 0 0 0

東郡家 0 0 0

津ノ井 0 0 0

鳥取 1 1 2 4 1 1 5

湖山 1 1 0 1

鳥取大学前 4 1 5 0 5

末恒 1 1 1 2 3 4

宝木 1 1 0 1

浜村 0 1 1 2 2

青谷 5 2 7 2 1 3 10

泊 2 2 1 1 3

鳥取方面　計 13 2 6 21 4 3 5 12 33

倉吉 0 1 1 1

下北条 1 1 2 2 3

由良 1 1 2 1 1 3

浦安 1 1 2 4 4 6

八橋 0 0 0

赤碕 0 0 0

中山口 0 0 0

下市 0 0 0

御来屋 0 0 0

名和 0 0 0

大山口 0 0 0

淀江 0 0 0

伯耆大山 0 0 0

米子方面　計 1 2 2 5 7 0 1 8 13

合計 14 4 8 26 11 3 6 20 46

列車通学生の利用駅
2022年5月1日現在

中学校 高等学校(全日制)
計

通学方法
2022年5月1日現在

中学校 高等学校(全日制)
計



◎中学校特別進学コース（２０２２年度入学生対象）

教　科 １　年 ２　年 ３　年 計

国語 ２００（５） １６０（４） ２００（５） ５６０

社会 ２００（５） １６０（４） １２０（３） ４８０

数学 ２８０（７） ２８０（７） ２８０（７） ８４０

理科 １２０（３） １６０（４） ２００（５） ４８０

音楽 ４０（１） ４０（１） ４０（１） １２０

美術 ４０（１） ４０（１） ４０（１） １２０

保健体育 １２０（３） １２０（３） １２０（３） ３６０

技術家庭 ８０（２） ８０（２） ４０（１） ２００

外国語 ２４０（６） ２８０（７） ２８０（７） ８００

※（　　）内は週当たりの授業時数

教育課程

中学校年間授業時数（４０週）

※総合的な学習の時間は３年間で２００授業時数を確保している。

※道徳、特別活動の時間は３年間で２４０授業時数を確保している。



科　　目 単位数 必履修 １ 2 3文 3理 科　　目 単位数 １ 2 3文 3理

現 代 の 国 語 2 ○ 国語 現代の国語演習 2 2

言 語 文 化 2 ○ 国語 現 代 の 国 語 ♢ 2 2

論 理 国 語 4 4 国語 言 語 文 化 演 習 2 2

文 学 国 語 4 国語 言 語 文 化 ♢ 2 2

国 語 表 現 4 国語 現 代 文 演 習 3 3 3

古 典 表 現 4 4 2 2 国語 古 典 演 習 1 1 1

地 理 総 合 2 ○ 2 地歴 世 界 史 演 習 2 2 2

地 理 探 究 3 5 地歴 日 本 史 演 習 2 2 2

歴 史 総 合 2 ○ 2 地歴 地 理 演 習 2 2 2

日 本 史 探 究 3 5  5

世 界 史 探 究 3 5

公 共 2 ○ 探究 公 共 演 習 2 2

倫 理 2 公民 公 共 ♢ 2 2

政 治 ・ 経 済 2

数 学 Ⅰ 3 ○ 3 数学 数 学 Ⅲ 3 4

数 学 Ⅱ 4 4 数学 数 学 Ｃ 2 2

数 学 Ⅲ 3 数学 数 学 基 礎 演 習 6 2 4

数 学 Ａ 2 2 数学 数 学 演 習 4 4 4

数 学 Ｂ 2 2

数 学 Ｃ 2

科学と人間生活 2 理科 物 理 演 習 ♦ 5 5

物 理 基 礎 2 2 理科 生 物 演 習 ♦ 5 5

物 理 ♦ 4 4 理科 化 学 演 習 ♦ 4 4

化 学 基 礎 ♢ 2 2 理科 理 科 基 礎 演 習 8 4 4

化 学 4 2 4 理科 化 学 4 4

生 物 基 礎 2 2 探究 理 科 探 究 2 2

生 物 ♦ 4 4 理科 科学と人間生活♢ 2 2

地 学 基 礎 2

地 学 4

体 育 7～8 ○ 2 2 3 3 探究 文 理 探 究 演 習 3 3 3 3 3

保 健 2 ○ 1 1 探究 文系探究演習♦ 13 4 9

音 楽 Ｉ 2 2

音 楽 Ⅱ 2 2

音 楽 Ⅲ 2

美 術 Ⅰ 2 〇 2

美 術 Ⅱ 2

美 術 Ⅲ 2

工 芸 Ⅰ 2

工 芸 Ⅱ 2

工 芸 Ⅲ 2

書 道 Ⅰ 2

書 道 Ⅱ 2

書 道 Ⅲ 2

英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅰ 3 ○ 3
英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅱ 4 4
英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅲ 4 4 4

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 2

論 理 ・ 表 現 Ⅱ 2 3

論 理 ・ 表 現 Ⅲ 2 3 3

家 庭 基 礎 2 〇 2

家 庭 総 合 4

情 報 Ⅰ 2 〇 2
情 報 Ⅱ 2 7 9 26 26

1 1 1 1

理 数 探 究 基 礎 1

理 数 探 究 2～5

2 2 2 2

31 29 12 12 41 41 41 41

「科
学と
人間
生

活」
を含
む2科
目、
又は
基礎
を付
した
科目
を3科
目

保

健
体

育

合 計 単 位 数

情
　
報

専 門 教 科 履 修 単 位 数 小 計

活

動

特

別

ホームルーム活動 (L･H ･R)

家
　
庭

◎高等学校特別進学コース(2022年度入学生対象)

国
　
　
　
語

各
　
学
　
科
　
に
　
共
　
通
　
す
　
る
　
教
　
科
　
（

　
共
　
通
　
教
　
科
　
）

総 合 的 な 探 究 の 時 間

選 択 教 科 履 修 単 位 数 小 計

理
 
数

総 合 的 な 学 習 の 時 間

　教科 　教科

共 通 教 科 履 修 単 位 数 小 計
(備考)♢は、外進生が履修する科目を表す。外進生は「現代の国語」、「言語文化」を履修後、「論理国語」を履修する。

　　　内進生は中3次に「現代の国語」、「言語文化」を履修後、高1次に「論理国語」を履修する。また、中3次に「公共」、「科学と人間生活」を履修する。

　　　♦は、高2次の理系が「物理」または「生物」を選択し、文系が「文系探求演習」を選択する科目を表す。

　　　また、高3次の理系が「物理演習」または「生物演習」と「化学演習」を選択し、文系が「文系探求演習」を選択する科目を表す。

主
　
と
　
し
　
て
　
専
　
門
　
学
　
科
　
に
　
お
　
い
　
て
　
開
　
設
　
さ
　
れ
　
る
　
教
　
科
（

　
専
　
門
　
教
　
科
　
）

　
　
　
　
　
選
　
択
　
教
　
科

地
理
歴
史

公
民

数
　
　
　
学

理
　
　
　
　
　
科

芸
　
　
　
術

外
　
国
　
語

5

2

2

2

2
4

2 2

5

4

2

2



◎ 現代の国語 2 6 2

◎ 言語文化 2 6 2

論理国語 4 12 4

文学国語 4 12 4

国語表現 4 12 4

古典探究 4 12 4

◎ 地理総合 2 6 2

地理探究 3 9 3

◎ 歴史総合 2 6 2

日本史探究 3 9 3

世界史探究 3 9 3

◎ 公共 2 6 2

倫理 2 6 2

政治・経済 2 6 2

数学基礎 3 9 3

◎ 数学Ⅰ 3 9 3

数学Ⅱ 4 12 4

数学Ⅲ 5 15 5

数学Ａ 2 6 2

数学Ｂ 2 6 2

数学Ｃ 2 6 2

◎ 科学と人間生活 2 6 8

○ 物理基礎 2 6 8

物理 4 12 16

○ 化学基礎 2 6 8

化学 4 12 16

○ 生物基礎 2 6 8

生物 4 12 16

理科実験 4 12 16

◎ 体育Ⅰ 3 3 15

◎ 体育Ⅱ 2 2 10

◎ 体育Ⅲ 2 2 10

◎ 保健 2 6 2

○ 音楽Ⅰ 2 6 8

○ 美術Ⅰ 2 6 8

○ 書道Ⅰ 2 6 8

英語基礎 3 9 12

◎ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 3 9 12

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 4 12 16

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ 4 12 16

論理・表現Ⅰ 2 6 8

論理・表現Ⅱ 2 6 8

論理・表現Ⅲ 2 6 8

◎ 家庭基礎 2 4 4

家庭総合 4 8 8
◎ 情報Ⅰ 2 4 4

理数探究基礎 1 1 2
理数探究 2 2 4

◎ 総合的な探究の時間 3 3 3

地
理
歴
史

・「地理探求」・「日本史探求」・「世界史探求」は、「地
理総合」および「歴史総合」の履修後に受講すること
とする。

公
民

備考

・高等学校指導要領に定める、必履修教科・科目および総合的な学習の時間も含めて、74単位以上を卒業までに履修しな
ければならない。
・卒業までに、特別活動を３年間で合計３０時間以上行なうものとする。
・他の高等学校において修得済みの各教科・科目の単位数は、本校において修得したものと認める。
・高等学校卒業認定試験の合格科目は、審査の上、相当する本校の科目の単位を修得したものと認める。

教

科

　　　　　　　科目

◎　必履修科目
○　選択必履修科目

履
修
単
位
数

・後期に転入学した場合、前期開講分の面接時数を特別スクーリングまたは放送視聴により満たすことで年度内の単位を認
める。

◎通信制課程普通科

面
接
時
数

レ
ポ
ー

ト
数

国
語

・「論理言語」・「文学国語」・「国語表現」・「古典探
求」は、「現代の国語」および「言語文化」の履修後に
受講することとする。

・「倫理」・「政治・経済」は、「公共」の履修後に受講
することとする。

数
学

・「数学Ⅱ」は、「数学Ⅰ」の履修後に受講することと
する。
・「数学B」・「数学C」は、「数学Ⅰ」の履修後に受講
することとする。
・「数学Ⅲ」は、「数学Ⅱ」の履修後に受講することと
する。

理
科

・「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」のうち、必ず1
科目以上の選択を必要とする。
・「物理」は、「物理基礎」の履修後に受講することと
する。
・「化学」は、「化学基礎」の履修後に受講することと
する。
・「生物」は、「生物基礎」の履修後に受講することと
する。
・「理科実験」は、「物理基礎」「化学基礎」「生物基
礎」のうち、いずれか１科目以上の履修後に受講す
ることとする。

保
健
体
育

・体育Ⅱは体育Ⅰの履修後に受講することとする。
・体育Ⅲは体育Ⅱの履修後に受講することとする。
・体育の履修単位数はI・Ⅱ・Ⅲでの合計が7以上とす
る。

芸
術

・「音楽Ⅰ」「美術Ⅰ」「書道Ⅰ」のうち、必ず1科目以
上の選択を必要とする。

外
国
語

・「英語コミュニケーションⅡ」は、「英語コミュニケー
ションⅠ」の履修後に受講することとする。
・「英語コミュニケーションⅢ」は、「英語コミュニケー
ションⅡ」の履修後に受講することとする。
・「論理・表現Ⅱ」は、「論理・表現Ⅰ」の履修後に受
講することとする。
・「論理・表現Ⅲ」は、「論理・表現Ⅱ」の履修後に受
講することとする。

家
庭

情
報
理
数



番号 略称

国語 002 東　書 　新しい国語

書写 002 東　書 　新しい書写

地理 002 東　書 　新しい社会　地理

歴史 002 東　書 　新しい社会　歴史

公民 002 東　書 　新しい社会　公民

地図 046 帝　国 　中学校社会科地図

数学 061 啓林館 　未来へひろがる数学

理科 061 啓林館 　未来へひろがるサイエンス

音楽 027 教　芸 　中学生の音楽

器楽 027 教　芸 　中学生の器楽

美術 116 日　文 　美術

保体 050 大修館 　最新　中学保健体育

技術 006 教図 　技術・家庭　技術分野

家庭 006 教図 　技術・家庭　家庭分野

英語 015 三省堂 　NEW CROWN

2022年度使用教科書一覧

教科書種目
発　行　者

教科書名

◎中学校特別進学コース



番号 略称

現代の国語 050 大修館 現国　706 現代の国語

言語文化 050 大修館 言文　705 言語文化

地理総合 130 二宮 地総　704 地理総合　世界に学び地域へつなぐ

歴史総合 081 山川 歴総　708 現代の歴史総合　みる・読み解く・考える

地図 046 帝国 地図　702 新詳高等地図

公共 002 東書 公共　701 公共

数学Ⅰ 104 数研 数Ⅰ　713 高等学校　数学Ⅰ

数学Ⅱ 104 数研 数Ⅱ　710 高等学校　数学Ⅱ

数学A 104 数研 数A　713 高等学校　数学A

科学と
人間生活

183 第一 科人　705 高等学校　科学と人間生活

物理基礎 104 数研 物基　707 物理基礎

化学基礎 002 東書 化基　701 化学基礎

生物基礎 002 東書 生基　701 生物基礎

保健体育 050 大修館 保体　701 現代高等保健体育

音楽Ⅰ 027 数芸 音Ⅰ　702 高校生の音楽１

美術Ⅰ 116 日文 美Ⅰ　703 高等美術

英語コミュニ
ケーションⅠ

002 東書 CⅠ　703 ENRICH LEARNING ENGLISH COMMUNICATION Ⅰ

論理・表現Ⅰ 212 桐原 論Ⅰ　714 FACTBOOK English Logic and Expression Ⅰ

家庭基礎 002 東書 家基　701 家庭基礎　自立・共生・創造

情報Ⅰ 116 日文 情Ⅰ　710 情報Ⅰ

化学 002 東書 化学・308   改訂　化学

生物基礎 002 東書 生基・311   改訂　生物基礎

生物 002 東書 生物・306   改訂　生物

◎高等学校特別進学コース

教科書種目
発　行　者 教科書の

記号･番号
教科書名



保健体育 050 大修館 保体・304   現代高等保健体育改訂版

音楽Ⅰ 017 教出 音Ⅰ・307   音楽Ⅰ改訂版　Tutti

美術Ⅰ 116 日文 美Ⅰ・302   高校美術１

コミュニケーション英語Ⅰ 002 東書 コⅠ・330   PROMINENCE English Communication Ⅰ

コミュニケーション英語Ⅱ 002 東書 コⅡ・328   PROMINENCE English Communication Ⅱ

コミュニケーション英語Ⅲ 002 東書 コⅢ・327   PROMINENCE English Communication Ⅲ

英語表現Ⅰ 002 東書 英Ⅰ・322   NEW FAVORITE English Expression Ⅰ

英語表現Ⅱ 002 東書 英Ⅱ・317   NEW FAVORITE English Expression Ⅱ

家庭基礎 002 東書 家基・311   家庭基礎　自立・共生・創造

社会と情報 116 日文 社情・317   新・見てわかる社会と情報



番号 略称

現代の国語 002 東書 現国　701 新編現代の国語

言語文化 002 東書 言文　701 新編言語文化

現代文Ｂ 183 第一 現Ｂ　340 高等学校　改訂版　標準現代文Ｂ

古典Ｂ 183 第一 古Ｂ　353 高等学校　改訂版　標準古典B

地理総合 046 帝国 地総　703 高等学校　新地理総合

歴史総合 002 東書 歴総　701 新選歴史総合

地図 046 帝国 地図　702 新詳高等地図

世界史Ａ 002 東書 世Ａ　310 世界史Ａ

日本史Ｂ 002 東書 日Ｂ　310 新選日本史Ｂ

地理Ｂ 046 帝国 地Ｂ　304 新詳地理Ｂ

地図 046 帝国 地図　310 新詳高等地図

倫理 002 東書 倫理　311 倫理

数学Ⅰ 002 東書 数Ⅰ　319 改訂　新数学Ⅰ

数学Ⅱ 002 東書 数Ⅱ　319 改訂　新数学Ⅱ

数学Ａ 002 東書 数Ａ　319 改訂　新数学Ａ

科学と人間生活 002 東書 科人　701 科学と人間生活

科学と人間生活 002 東書 科人　306 改訂　科学と人間生活

化学基礎 002 東書 化基　314 改訂　新編化学基礎

生物基礎 002 東書 生基　312 改訂　新編生物基礎

保健体育 050 大修館 保体　701 現代高等保健体育

保健体育 050 大修館 保体　304 現代高等保健体育改訂版

音楽Ⅰ 017 教出 音Ⅰ　701 音楽Ⅰ　Tutti＋

音楽Ⅰ 017 教出 音Ⅰ　307 音楽Ⅰ改訂版　Tutti

◎高等学校通信制課程

教科書種目
発　行　者 教科書の

記号･番号
教科書名



ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 002 東書 コⅠ　328 All Aboard! English CommunicationⅠ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 002 東書 コⅡ　326 All Aboard! English CommunicationⅡ

英語表現Ⅰ 002 東書 英Ⅰ　322 NEW FAVORITE English Expression Ⅰ

家庭基礎 002 東書 家基　311 家庭基礎　自立・共生・創造

情報 002 東書 情Ⅰ　701 新編情報Ⅰ

社会と情報 002 東書 社情　309 新編　社会と情報



                  年度別大学等合格状況（2019 年以前は累計） 

 

国 立 大 学 

大 学 名 2022 2021 2020 2019 以前 

北海道大学    1 

北海道教育大学    １ 

秋田大学    １ 

東北大学    1 

茨城大学    1 

筑波大学    1 

埼玉大学    １ 

新潟大学    1 

山梨大学    1 

静岡大学 1   3 

名古屋大学（医学科）    1 

金沢大学    2 

京都工芸繊維大学 1    

大阪大学    2 

滋賀大学    2 

奈良女子大学    1 

神戸大学    1 

鳥取大学(医学科)    1 3 

鳥取大学（医学科以外） 1 3 2 12 

島根大学   2 7 

岡山大学   1 6 

山口大学    4 

愛媛大学 1   1 

香川大学    1 

徳島大学  1  3 

九州大学    1 

鹿児島大学    1 

 

公 立 大 学 

大 学 名 2022 2021 2020 2019 以前 

国際教養大学    1 

茨城県立医療大学    1 

長岡造形大学    1 

都留文科大学    2 

東京都立大学 1    

長野大学    1 

国 立 大 学 

大 学 名 2022 2021 2020 2019 以前 

岐阜薬科大学    1 

福知山公立大学   1  

神戸市立外国語大学    1 

兵庫県立大学    1 

公立鳥取環境大学    3 

岡山県立大学  1  5 

新見公立大学    1 

広島市立大学    1 

尾道市立大学   1  

下関市立大学   1 1 

山陽小野田市立山口東京理科大学    2 

高知工科大学   1  

長崎県立大学    1 

沖縄県立芸術大学    1 

 

文 科 省 管 轄 外 

大 学 名 2022 2021 2020 2019 以前 

防衛大学校 1 1 1 6 

防衛医科大学校（医学科）    1 

 

私 立 大 学 

大 学 名 2022 2021 2020 2019 以前 

北海道医療大学    １ 

酪農学園大学    1 

岩手医科大学    1 

自治医科大学    1 

関東学院大学    1 

城西大学    1 

日本工業大学    １ 

日本薬科大学    1 

文教大学    2 

千葉工業大学    2 

青山学院大学    2 

学習院大学 1    

学習院女子大学    1 

国立音楽大学  １   



私 立 大 学 

大 学 名 2022 2021 2020 2019 以前 

国士舘大学    2 

駒澤大学    4 

芝浦工業大学    1 

白百合女子大学    3 

淑徳大学    1 

専修大学    4 

大東文化大学    1 

中央大学    5 

津田塾大学    1 

帝京大学    3 

東海大学    5 

東京工科大学    1 

東京歯科大学    1 

明治大学 １   ７ 

明治薬科大学    １ 

目白大学    1 

立教大学 １   １ 

早稲田大学    2 

麻布大学    １ 

明海大学(歯学科)   1  

北里大学(獣医学科)   1  

北里大学  １   

神奈川大学    2 

フェリス女学院大学  １  1 

横浜薬科大学    1 

東京電機大学    1 

法政大学 2   11 

東洋大学 1   3 

二松学舎大学    1 

日本大学    6 

日本女子大学 1    

日本歯科大学  1  1 

東京福祉大学    1 

東京理科大学    3 

東京農業大学    1 

帝京平成大学 １    

静岡産業大学    1 

常葉大学    1 

豊田工業大学    1 

私 立 大 学 

大 学 名 2022 2021 2020 2019 以前 

名古屋外国語大学    １ 

南山大学    3 

藤田医科大学  3   

日本福祉大学    1 

名城大学    2 

愛知学院大学 6    

中部大学    １ 

金沢医科大学    1 

金沢工業大学    11 

成安造形大学  2  3 

長浜バイオ大学    4 

大谷大学    1 

京都外国語大学    3 

京都学園大学    4 

京都先端科学（旧京都学園）大学  1   

京都産業大学 8 1  10 

京都女子大学    4 

京都精華大学    ２ 

京都橘大学  1 1 1 

京都文教大学    3 

京都薬科大学  1  1 

平安女学院大学  1   

嵯峨美術大学    2 

平安女学院大学   1  

同志社大学   1 4 

佛教大学 4   5 

立命館大学 １ 1 2 12 

龍谷大学   1 7 

藍野大学    1 

追手門学院大学    1 

大阪青山大学    2 

大阪医科薬科（旧大阪医科・薬科）大学  1  1 

大阪薬科大学    9 

大阪学院大学   1 2 

大阪国際大学    1 

大阪工業大学    3 

大阪産業大学 6    

大阪歯科大学 1   1 

大阪樟蔭女子大学    2 



私 立 大 学 

大 学 名 2022 2021 2020 2019 以前 

大阪電気通信大学    1 

大阪人間科学大学   1  

大手前大学    1 

関西大学 5   6 

関西外国語大学    1 

関西学院大学 1   6 

関西福祉大学    2 

関西医療大学    1 

関西国際大学  1   

近畿大学 5 2 2 20 

甲子園大学    2 

甲南大学 19   1 

甲南女子大学 1   13 

神戸学院大学 63  2 19 

神戸国際大学    1 

神戸女学院大学   1 1 

神戸女子大学 1  1 5 

神戸親和女子大学    1 

神戸薬科大学  1  4 

神戸松蔭女子学院大学   1  

千里金蘭大学    4 

摂南大学 8 3 2 6 

桃山学院大学    6 

姫路獨協大学    3 

兵庫大学    2 

兵庫医科大学    1 

兵庫医療大学   2 2 

武庫川女子大学    3 

帝塚山大学    1 

奈良大学    7 

奈良学園大学    2 

鳥取看護大学 １ 1 1 9 

岡山商科大学    1 

岡山理科大学   1 10 

川崎医療福祉大学    3 

環太平洋大学    1 

吉備国際大学    7 

倉敷芸術科学大学 3   5 

山陽学園大学    3 

私 立 大 学 

大 学 名 2022 2021 2020 2019 以前 

就実大学 2   3 

美作大学    2 

広島工業大学  1  1 

広島国際大学    3 

広島国際学院大学    1 

広島女学院大学    1 

福山大学    1 

安田女子大学  1 1 4 

四国大学 2  1 2 

四国学院大学   1  

高知工科大学   1  

東亜大学 1    

徳島文理大学   2 8 

久留米大学(医学科)    1 

崇城大学    1 

日本経済大学   1  

サイバー大学 1    

 

短 期 大 学 

大 学 名 2022 2021 2020 2019 以前 

東京交通短期大学    1 

愛知医療学院短期大学    1 

大阪音楽大学短期大学部 1    

奈良芸術短期大学    1 

鳥取短期大学 １ 1 1 7 

島根県立大短期大学部    1 

島根職業能力開発短期大学校   1  

川崎医療短期大学    1 

美作大学短期大学部    1 

福山職業能力開発短期大学校   1  

四国大学短期大学部    1 

高知学園短期大学    1 

 

専 門 学 校 等 

大 学 名 2022 2021 2020 2019 以前 

日本工学院八王子専門学校    1 

HAL 東京専門学校    2 

ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄﾒﾃﾞｨｱ総合専門学院    2 

済生会川口看護専門学校    1 



専 門 学 校 等 

大 学 名 2022 2021 2020 2019 以前 

大阪ﾊｲﾃｸﾉﾛｼﾞｰ専門学校    1 

大原簿記専門学校    1 

大阪美容専門学校    1 

大阪リゾート＆スポーツ専門学校   1  

ｳﾞｪｰﾙﾙｰｼﾞｭ美容専門学校    1 

JTB ﾄﾗﾍﾞﾙ＆ﾎﾃﾙｶﾚｯｼﾞ    １ 

日本理工情報専門学校    1 

近畿大学付属看護専門学校    1 

神戸ﾍﾞﾙｴﾍﾞﾙ美容専門学校    1 

神戸リハビリテーション福祉専門学校 1    

鳥取市医療看護専門学校   1 3 

鳥取県立産業人財育成センター 2    

倉吉看護高等専修学校    2 

倉吉総合看護専門学校   1 3 

倉吉高等技術専門校    1 

鳥取県立歯科衛生専門学校    2 

鳥取理容美容専門学校    1 

日本海情報ビジネス専門学校 １ 1  1 

YMCA米子医療福祉専門学校    1 

ﾄﾘﾆﾃｨカレッジ出雲医療専門学校    1 

松江総合医療専門学校    2 

岡山医療技術専門学校    1 

津山中央看護専門学校    2 

ｿﾜﾆｴ看護専門学校    1 

下関看護ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学校    1 

 

 

 

 

公 務 員 等 

職 種 名 2022 2021 2020 2019 以前 

国家公務員Ⅲ種    1 

鳥取県職員    1 

鳥取市職員  1   

倉吉市職員    1 

自衛官候補生 1 1  2 

海外の大学 

大学名 2022 2021 2020 2019 以前 

東北師範大学  1   

北京語言大学東京校 1    
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職 名 担 当 教 科 氏 名 学級担任 校　務　分　掌

理 事 長 坂 根 徹

常 務 理 事 坂 根 裕

校 長 岩 田 直 樹

教 頭 英 語 中 原 洋

通 信 制 教 頭 理 科 山 本 健 作 高3（通）担任

事 務 長 山 口 明 洋

教 諭 英 語 本 城 葉 子 高3副担任 ○高校部・進路指導部

教 諭
数学・技術・
家 庭

豊 嶋 満 高1副担任 人権教育部・生徒会指導部

教 諭 数 学 福 壽 健 一 中3B担任 ○人権教育部

教 諭 数学 ・情報 清 水 章 裕 中2副担任 ○生活指導部・ICT統合部

教 諭 数 学 内 田 彩 乃 高3副担任 ○生徒会指導部・進路指導部

教 諭 国 語 大 西 圭 高3担任 ○進路指導部

教 諭 国 語 門 脇 大 晃 ○教務部

教 諭 理 科 中 島 和 也 高2担任 ○教育プロジェクト部・総務部

教 諭 理科 ・情報 眞 田 幸 憲 高3（通）担任 ○ICT統合部・教育プロジェクト部

教 諭 理 科 中 井 章 雄 中3副担任 教務部・ICT統合部

教 諭 社 会 原 田 郁 子 中１担任 ICT統合部

教 諭 保 健 体 育 山 根 幸 久 中3A担任 ○総務部

常 勤 講 師 社会 ・英語 小 林 直 樹 高1（通）担任 教務部・総務部

常 勤 講 師 英 語 深 田 宗 康 高2（通）担任 教務部（通）・生徒会指導部

常 勤 講 師 英 語 松 本 篤 己 中2担任 ○中学部・総務部・進路指導部

常 勤 講 師 数 学 中 嶋 康 博 高１副担任 教務部・生活指導部

常 勤 講 師 国 語 倉 恒 敬 介 高1担任 ○保健管理部・生活指導部

常 勤 講 師 社会 ・国語 手 嶋 辰 法 高2副担任 総務部・保健管理部

養 護 教 諭 中 川 聡 美 〇教育相談・特別支援部

事 務 主 任 山 田 泉

事 務 員 田 中 仁 美

現 業 職 員 西 田 賢 一

非常勤講師 美 術 藤田 美希子

非常勤講師 社 会 大 高 裕 子

非常勤講師 英 語 河 﨑 茂

非常勤講師 英 語 ChrisVancampen

非常勤講師 音 楽 松 田 博 世

非常勤講師 英語・保体 浅 井 司 郎

非常勤職員 桑田 也寸志

非常勤職員 浦 川 啓 市

スクールカウンセラー 中 村 宏 子

学 校 医 吉 田 明 雄

学校歯科医 音 田 貢

学校薬剤師 萬 藤 洋 子

※○印は主任

教職員一覧



 

施 設 設 備 
 

用     途 面     積 備     考 

校 地 11,798 ㎡   

内 
 

訳 

校 舎 敷 地 1,856 ㎡   

運 動 場 6,817 ㎡   

そ の 他 3,125 ㎡   

校 舎 3,195 ㎡   

内 
 

訳 

普 通 教 室 598 ㎡（11 教室）  58 ㎡×7 教室，48 ㎡×4 教室 

特 別 教 室 389 ㎡  

音    楽   室 

  P    C    室 

理    科   室 

家  庭  科  室 

美 術 ・ 技 術 室 

面談室・相談室 

以上６教室 

97 ㎡  

58 ㎡  

61 ㎡  

77 ㎡  

58 ㎡  

38 ㎡  

389 ㎡  

体 育 館 562 ㎡   

教 職 員 室 83 ㎡   

理 事 長 室 ・校 長 室 61 ㎡   

保 健 室 36 ㎡   

セ ミ ナ ー ル ー ム 61 ㎡   

便 所 68 ㎡   

コ モ ン ホ ー ル 180 ㎡   

第 2 職員室・進路指導室 48 ㎡   

部         室 23 ㎡   

そ の 他 1,086 ㎡   
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ア ク セ ス ガ イ ド 
 

 

 

 

 

 

JR 松崎駅下車 徒歩 17 分 

 

スクールバス運行 

・西倉吉・倉吉駅コース 

・北条～羽合コース 

・松崎駅コース 

 

 

 

 


